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研究成果の概要（和文）：　縄文･弥生時代における編組・繊維製品等への植物利用の実態を明らかにするために、全
国の86遺跡で約700点の出土遺物を観察し、素材植物同定のための試料約3300点を得た。これらの試料についてデジタ
ルマイクロスコープ、X線CTスキャナー、走査型電子顕微鏡、光学顕微鏡を用いて植物種の同定を行った。一方、植物
種同定のための現生植物組織切片データベースを充実させた。
　これらの調査、同定結果は資料提供機関が発行する遺跡調査報告書等に掲載し、あるいは学術誌での印刷公表、学会
大会･シンポジウム等で公開発表を行った。また、3年間の研究成果を取りまとめとして2015年11月にシンポジウムを開
催した。

研究成果の概要（英文）：For clarifying the plant use to braid and textile products, etc. in the Jomon, 
and Yayoi periods, we observed t about 700 excavated relics from 86 neolithic archaeological sites in 
Japan, and we collected about3300 samples for identifying material plants. We employed light microscope, 
Digital microscope, SEM and X-ray scanning microanalayzer for the identification.
 The results of those study were rpubulishedin many archaeological survey reports, scientific journals, 
and presented at the annual meetings of several societies or some certain symposia of archaeobotany. And 
then, we held a symposium in November 2015 in Tokyo, in order to open for public the research results of 
the three years.

研究分野：考古植物学･植物形態学
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１．研究開始当初の背景 
日本の縄文・弥生時代文化、とりわけ縄文文
化はまさに植物資源に依拠した文化といえ
るもので、食料資源、木材資源として人々の
生活に大きく関わってきたのは紛れもない。
しかし、生活具として極めて重要で日常的に
使用されてきたはずの編組・繊維製品等につ
いては、出土例も少なく、また、破片的な出
土が多いこと、遺物の取り扱いが難しいこと
もあって、あまり関心が払われてこなかった
のも事実で、編み方などについては若干の研
究はあるものの、その素材についてはきちん
とした研究は極めて少ない。ましてや縄、紐
状の遺物の素材についての研究は皆無と言
って良い現状にあった。 
２．研究の目的 
 縄文・弥生時代における植物利用は食料と
しての利用、木材としての利用に加えて編
組・繊維製品等への利用がある。我が国にお
ける縄文・弥生時代の歴史の中で前２者につ
いては多くの情報が得られ、その実態につい
てはかなりのことが分かってきている。それ
に対して編組・繊維製品等への利用について
は、出土遺物の扱いが難しいことなどから編
み方などについての研究はなされてきたも
のの、素材植物種の同定や素材製作技法等に
ついては極めて断片的な研究しかなされて
来なかった。申請者らは佐賀市東名遺跡から
の縄文時代早期の編み籠類が大量に出土し
たことを受け、この間、その素材植物の同定、
製作技法の解明に尽力してきた。本研究では
そこで培われた研究手法と蓄積しつつある
素材可能植物データベースを活用して、これ
まで全国の遺跡から発掘された縄文・弥生時
代出土編組・繊維製品等の出来るだけ多くの
遺物について、その素材同定と製作技法の解
析を押し進めて「総覧」可能なデータベース
を構築し、縄文・弥生時代における植物利用
体系とその歴史を明らかにしようとするも
のである。 
３．研究の方法 
 本研究は平成２４年度までの基盤研究（A）
で東北大学植物園に整備された考古植物学
研究のための設備機器、現生植物コレクショ
ン＆データベース、遺跡出土植物性遺物資料
コレクション＆データベースを活用して、そ
の更なる充実を図りつつ、計画する 3 年の研
究期間で、これまで我が国の縄文・弥生時代
遺跡から出土した「全て」の編組・繊維製品
等について「実見」し、形状、編組技法等を
再調査するとともに、可能なものについては
解剖学的手法で、困難なもの（重要文化財等）
については非破壊による新たな技法を開発
してその植物種を同定して編組・繊維製品等
の「総覧」（データベース）を作成し、縄文・
弥生時代における植物利用文化史を明らか
にしようというものである。 
 本研究計画では次の 2 項目について重点
的研究を展開する。 
1)先の基盤研究（A）により作成された編組･

繊維製品、縄紐類として利用可能な植物種
（編組製品等素材可能植物）約 200 種のリス
トについて、植物民俗学研究者（編組製品専
門）の協力の下に、民俗事例研究諸文献、民
俗資料館収蔵品等からさらにリストアップ
してリストの更新を行いつつ、それらの植物
標本および形態組織解析用試料の蒐集を更
に行い、材、樹皮、茎葉等の組織プレパラ−
トを作成し、更にそれらの素材の材質、強度、
素材調整法等についても検討し、その結果を
画像データベースとしてインターネットあ
るいは書籍上で公開する。 
2)考古学研究者及び全国各地の埋蔵文化財担
当者の協力を得て、既にリストアップされて
いる全国の遺跡から出土した編組製品等に
ついて遺物の「実見」を行って、その形態、
編組技法等について再度記録を作成し、可能
な限りその試料の提供を受け、1)のデータベ
ースを活用して素材植物同定を行い、植物利
用文化の比較研究を行うとともに、その結果
を「総覧」データベースとし、遺物管理者と
の協議の下、出来るだけ公開して国内外の研
究者の研究資料とする。特にこれまで組織切
片の作成が困難であった乾燥収縮した素材、
様々な方法で保存処理された素材、重要文化
財等の指定を受けている遺物等については、
阻止区復元法の開発、切片作成法の開発、X 
線CT マイクロアナライザーでの非破壊観察
などにより同定を試み、その新たな技法の公
表と普及を図る。 
４．研究成果 
 縄文･弥生時代における編組・繊維製品等
への植物利用の実態を明らかにするために、
全国の 86遺跡で約 700点の出土遺物を観察
し、素材植物同定のための試料約 3300点を
得た。これらの試料についてデジタルマイク
ロスコープ、X線 CTスキャナー、走査型電
子顕微鏡、光学顕微鏡を用いて植物種の同定
を行った。一方、植物種同定のための現生植
物組織切片データベースを充実させた。 
 これらの調査、同定結果は資料提供機関が
発行する遺跡調査報告書等に掲載し、あるい
は学術誌での印刷公表、学会大会･シンポジ
ウム等で公開発表を行った。また、3年間の
研究成果を取りまとめとして 2015年 11月に
シンポジウムを開催した。 
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